
 

 

 

 
 先回の「Learning View Vol.5」にも記載させていただいたとおり、児童生徒に各教科等におい

て育成すべき資質・能力を確実に育むためには、私たち教職員も、日常的に教科や授業について

語り合い、自分の学習指導について見つめ直しながら絶えず学びを深めていくことが必要不可欠

です。また、学校区や近隣の学校等で連携しながら、学力向上に向けた取組を進めていくことも

有効な方法ではないかと考えます。 

 そこで、今回は、県教育委員会が糸魚川地区中学校に配置して 

いる「学力向上専門監事業」について紹介します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

Learning View

～数学の学力向上に向けた専門監事業の取組について紹介します～ 

 

Vol.6(通算 25 号) 

 

上越教育事務所 学校支援第２課 Ｒ３.12.20 

学力向上専門監事業とは『教科指導に秀でた教諭を「学力向上専門監」として全県に配置

し、重点地区内の全中学校に対して授業を行うなど直接的、継続的に指導・支援することで、

地区内の学力向上を図るとともに、学力向上支援のモデルとして全県的な学力向上を推進す

る』という趣旨のもと行われている事業です。スタートしてから今年度で７年目を迎えていま

す。今年度より、上越管内では糸魚川市内４中学校を対象に、数学において本事業が推進され

ています。糸魚川中の太田英専門監が糸魚川市内４校を計画的に回り、数学科教員に対して適

宜指導や助言を行いながら教科指導力の向上を図っています。 

◆専門監事業の核となる主な活動やテーマは？◆ 

 
■専門監が、週１日を基本に地区内の近隣校

を巡回訪問し、数学科教員の授業を参観し

て指導や助言を行ったり、適宜授業づくり

等の相談に乗ったりしています。 

■毎月１回数学担当者会議を各校持ち回りで

開催し、各校の数学科教員が集まって授業

公開や協議会を行ったり、各校の取組や実

践を紹介し合ったりしています。 

◆これまでとこれからの「学力向上専門監事業」について◆ 

 

これまで過去６年間で１３市町村に計１７名

の専門監が配置されています。今年度は、糸魚

川市に数学１名、五泉市・田上町に数学１名、

阿賀野市・阿賀町に英語１名の計３名の専門監

が配置され、この事業を推進しています。 

令和元年度からは、指導的立場の教員養成を

目的として「教科リーダー育成講座」や「教科

教育専門監育成研修」を実施しており、各教科

における専門監の育成を推進し、全県的にバラ

ンス良く配置することを目指しています。 

今年度の糸魚川地区専門監事業における 

「授業テーマ」は年度当初の話合いにより 

以下の３点となり、この３点を意識しなが 

ら学力向上に向けた取組を推進しています。 

◆「学力向上専門監事業」とは？◆ 

 

●主体的・対話的に学ぶ授業づくり 

●ＩＣＴを効果的に活用した授業づくり 

●指導と評価の一体化 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                        

                        

                        

                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆効果的な研修、情報共有の場として◆  

～月１回の数学担当者会議の開催～   

 

子どもたちが予測困難な未来をたくましく生きていくために必要となる資質・能力を確実に育

むために、私たち教職員も自らがよりよく変わろうとする努力を惜しまず継続していきたいもの

です。 

① 授業公開＆協議会 
 

◆「授業テーマ」を意図した授業実践の公開 
参観者が参観で得たヒント等を自校に持ち帰り実践に生かす 

◆「授業公開＆協議会」の改善や工夫（タブレット等の活用） 
・授業参観中に、参観者がタブレットのアンケートフォームに 

気付いた点などをその都度入力し、協議会にすべて生かす 

・時にはオンラインで授業公開を行い、アンケートフォームで 

感想等を集約、それを担当者間で共有し実践に生かす 

② 研修会  ～取り上げた内容（テーマ）例～ 
 

◆県の学習支援動画の紹介 

◆主体的・対話的な学習を生み出す工夫や手立て等の紹介 

◆ＩＣＴ（１人１台端末）活用事例の紹介 

◆全国学力・学習状況調査の問題や調査結果等の分析 

◆パフォーマンス課題や評価方法等の情報共有 

◆Ｗｅｂ診断問題の有効活用についての検討   など 

 ◎各校数学科教員が主体的に担当者会議に参加し、市内生徒の学力向上のために前向きに研鑽 

を積む姿が見られる。 

 ◎目指すべき生徒の姿とそのための授業像が市内で共有され、毎回の研修が深まりのあるもの 

になっているとともに、担当教職員同士の一体感も高まっている。 

 ◎専門監が各校の生徒や教職員の実態を把握しているため、それに合わせた指導や助言が適切 

に行われている。 

 ◎担当者会議には、教育事務所指導主事の他に当該市教育委員会指導主事も参加し、当市「学 

力向上プラン」に示されている授業改善のポイントに基づいて適宜価値付けをしてもらうこ 

とで、教職員の授業改善の意欲が向上している。 

 ◎専門監が他校の様子や先進的な取組についての伝達役となることや、同一校内における 

他教科との効果的な指導法等についてのパイプ役となることで、速やかに情報を共有し、

一体的な取組推進の一役を担っている。 

◆市内すべての数学科教員の授業力向上を目指して◆  

～太田専門監による各校への定期的な巡回訪問～ 

 

●授業参観＆指導助言 
  数学科教員の日頃の授業を参観し、気付いたことを速やかに 

授業者にフィードバックし、授業改善に生かす 

●授業づくりや評価の仕方等の相談 
  日頃の悩みや困り感に寄り添い、授業者と共に作り上げる 

●有効な情報等の提供 
  他校の様子や先進的な取組等の情報を積極的に提供し、教職員の学びの機会を提供する 

◆専門監事業の実施における変容や成果について◆ 

 

＊担当者会議は、各校から最低１名以上、 

会場校からは全員参加で開催しています。 


